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Section 1 2011年3月期 第2四半期実績

第2四半期のポイント

業績ハイライト

第2四半期当初計画比較

試験種類別業績

B/Sの状況

現預金・有利子負債の状況
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第2四半期のポイント

1 増収

4 米国ラボ営業活動開始

2 上方修正

3 受注堅調
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業績ハイライト

+26.9%+212100.0%789100.0%1,001売上高

+183.5%+22415.5%12234.6%347売上総利益

-+227-14.8%▲11611.0%110営業利益

-+230-16.4%▲12910.1%101経常利益

-+142-11.5%▲915.2%51四半期純利益

単体

--46-12.3%▲97-14.3%▲143四半期純利益

増減率増減額構成比金額構成比金額連結

-9.4%

11.0%

34.6%

100.0%

▲93

110

347

1,001

2011年3月期 第2四半期

+183.5%+22415.5%122売上総利益

+26.9%+212100.0%789売上高

前年同期比2010年3月期 第2四半期

-+41-17.2%▲135経常利益

-+227-14.8%▲116営業利益

（単位：百万円）

PointPoint！

増収 売上高前年同期比 26.9％増
試験の前倒し終了

早期終了試験の受注

要
因
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第2四半期当初計画比較

5.2%

10.1%

11.0%

34.6%

100.0%

-14.3%

-9.4%

11.0%

34.6%

100.0%

構成比

51

101

110

347

1,001

▲143

▲93

110

347

1,001

金額

2011年3月期 第2四半期

-1.7%

-1.1%

0.7%

31.7%

100.0%

-25.0%

-24.4%

-2.8%

29.2%

100.0%

構成比

▲13

▲8

5

260

820

▲204

▲200

▲23

239

820

金額

当初計画

+22.2%+181売上高

+33.4%+86売上総利益

+1768.4%+104営業利益

-+110経常利益

-+65四半期純利益

単体

-+61四半期純利益

増減率増減額連結

-

-

+44.8%

+22.2%

+106

+133

+107

+181

売上総利益

売上高

経常利益

営業利益

（単位：百万円）

PointPoint！

当初計画を上回り上方修正 稼働率の向上
要
因
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試験種類別業績 （売上高）

（単位：百万円）

2,250+22.2%+181+26.9%+2121,001単体・合計

18-----USA

当初計画比前年同期比

+26.9%

+10.6%

+30.3%

増減率

+212

+14

+197

増減額

2,268+22.2%+1811,001連結・合計

430+32.9%+37152医薬品品質安定性試験

1,820+20.4%+144849バイオアナリシス

増減額
計画額

増減率
金額

売上高

2011年3月期2011年3月期 第2四半期

PointPoint！

バイオアナリシス、医薬品品質安定性試験とも堅調
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試験種類別業績 （受注高・受注残）

（単位：百万円）

計画比前年同期比

-0.0%

+74.9%

-14.6%

-12.4%

+47.3%

-24.5%

増減率

-0

+218

-218

-176

114

-291

増減額

1,810-14.2%-2971,795合計

407-1.1%-5509医薬品品質安定性試験

2,400+0.2%+31,255合計

519+14.2%+44356医薬品品質安定性試験

1,881-4.4%-41899バイオアナリシス

-291

増減額

受注残

計画額
増減率

金額
受注高

1,403-18.5%1,285バイオアナリシス

2011年3月期2011年3月期 第2四半期

PointPoint！

・バイオアナリシスは、ほぼ計画通り

・医薬品品質安定性試験は、ジェネリックメーカーからの受注が好調

（注） 受注試験の中止等による受注高の減少額 ▲118百万円
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B/Sの状況 【連結】

-17.5%-69.09395.68円326.59円1株当たり純資産

--30.0%26.2%自己資本比率

利益剰余金の減少 159百万円-17.5%-2281,3081,079純資産

+3.7%+802,1932,274固定資産

+1

-11

-10

-0

-318

-238

増減額

-0.8%1,4601,448流動負債

1,591

3,040

8

1,836

4,119

【当四半期末】

2010年9月末

+0.1%

-0.3%

-7.5%

-14.8%

-5.5%

増減率

1,590

3,050

9

2,155

4,358

【前期末】

2010年3月末

流動資産

繰延資産

負債

主要因

固定負債

現預金の減少 368百万円

有形固定資産の増加 99百万円

資産

（単位：百万円）

PointPoint！

米国ラボへの先行投資を計画通り実施
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現預金・有利子負債の状況

-27.1%

0.0%

-1.5%

+2.7%

増減率

+02,2992,300有利子負債・合計

増加：リース債務の増加

（西脇ラボへの分析機器導入）

減少：借入金の返済

+22833855有利子負債（短期）

-211,4661,444有利子負債（長期）

-368

増減額

現金及び現金同等物
の（四半）期末残高

993

2010.9.30

1,362

2010.3.31 主要因

米国ラボへの先行投資

（単位：百万円）

PointPoint！

米国ラボへの先行投資による現預金の減少



Section 2 JCL Bioassay USA, Inc.の状況

概要

米国ラボの強み

取り組み

現状

今後の展望
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概要

JCL Bioassay USA, Inc.社 名

6台LC-MS/MS台数

2,059㎡建 物 総 面 積

18名 （2010年9月末現在）従 業 員 数

20,436㎡敷 地 面 積

2860 Forbs Avenue, Hoffman Estates, IL 60192住 所

1,800～2,000万ドルの処理能力

売上規模

当社のターゲットである
日系大手製薬会社が

イリノイ州に進出している

立地の優位性
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米国ラボの強み

米国でも新薬開発をサポート米国でも新薬開発をサポート

最先端の研究施設 独自の分析技術 独自の営業網

Customized
顧客の要求に柔軟に対応し

Timely
納期遵守で迅速に提供

Quality
正確な分析結果を
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取り組み

技術力の強化技術力の強化

日本の熟練研究員
による技術指導

正確な分析結果を迅速に提供

業務の効率化業務の効率化

最新システムの導入

価格競争力を高め、
顧客の要望に柔軟に対応

・LC-MS/MS （現在6台）

・自動前処理ロボット
・文書管理システム
・LIMS（研究所情報管理システム）

随時導入を検討・日本から研究員が出向
・操作手順の標準化
・個人に合わせた教育プログラム
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現状

2010年9月 営業活動開始

2010年3月期 2011年3月期

2010.2

ラボ竣工

2010.5

オープニング
セレモニー

LC-MS/MSの導入

開業準備完了

研究員への教育

営業活動開始・営業強化

試験受注の為に必須

監査は順調に進捗

2010.9

製薬会社
による監査

受注
試験開始
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今後の展望

分析CROとして世界の頂点を目指す

経営ビジョン

社員数

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期

売上

LC‐MS/MS
毎期 増設予定

18名

黒字化

順次 採用活動を実施

$2,000万

フル稼働

25台

60名

6台
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本資料に関するお問い合わせ先

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の判断

や仮定によるものであり、リスク及び不確実性が含まれております。したがって実際の業績等は、

予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

TEL：06-4863-5020

FAX：06-4863-5021

ホームページ：http://www.jclbio.com

経営企画室


